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１．豊田北バイパス、豊田南バイパスの事業概要 
（１）事業目的 

豊 田 北 バ イ パ ス 、 豊 田 南 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図 

－ １ － 

 一般国道１５３号豊田北バイパス、一般国道１５５号豊田南バイパスは豊田市中心部の周辺を環状に結ぶ、豊田外環状道路

の一部を構成する道路です。 

 豊田市は、自動車産業の集積地となっており、豊田市中心部や周辺路線では、主要渋滞箇所（豊田エリア）や死傷事故率の

高い箇所が多数存在し、物流の効率化、第三次医療施設へのアクセスなど、多くの課題があり、本事業は、課題解決のために

豊田北バイパス、豊田南バイパスを一体的に整備することで、交通渋滞の緩和や交通事故の削減、物流効率化の支援などの

効果を見込んでいます。 
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＜ 凡 例 ＞ 

主要渋滞箇所 

主要渋滞区間 

事故危険区間 

人口集中地区 
（ＤＩＤ） 

豊田市 

開通済 未開通 

駅 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

主要地方道 

豊田外環状 

ＪＲ線 

市町村境 

豊田北・南バイパス 

完成4車 
開通済 

暫定2車 
開通済 未開通 

平成31年度 
開通予定 
延長0.8km 



１．豊田北バイパス、豊田南バイパスの事業概要 

事業名 
一般国道１５３号 
豊田北バイパス 

一般国道１５５号 
豊田南バイパス 

道路規格 第３種第１級 第３種第１級 

設計速度 ８０ｋｍ/ｈ ８０ｋｍ/ｈ 

車線数 ４車線 ４車線 

都市計画決定 
昭和６０年度 

（計画変更：平成２年度） 
昭和３９年度 

（計画変更：昭和４７年度） 

事業化 

平成１８年度 
（国道４１９号～(都)平戸橋水源線） 

平成２０年度 
（国道１５５号～国道４１９号） 

昭和４８年度 

用地着手年度 平成２１年度 昭和５０年度 

工事着手年度 平成２５年度 昭和５８年度 

延長 
平成２７年度末 

供用延長 

５．７ｋｍ 
（０．０ｋｍ） 

１２．９ｋｍ 
（４．６ｋｍ完成４車線開通） 
（４．６ｋｍ暫定２車線開通） 

前回の再評価 
平成２５年度 

（指摘事項なし：継続） 
平成２５年度 

（指摘事項なし：継続） 

全体事業費 ３７６億円（３４億円増額） ７９１億円（増減なし） 

（２）計画概要 

単位：ｍ 

標 準 断 面 図 

■豊田北バイパスは、平成１８、２０年度に事業化し、現在、設計協議、用地買収及び工事を進めています。 

■豊田南バイパスは、昭和４８年度に事業化し、平成２５年度迄に豊田市駒場町から東新町間の９．２ｋｍが暫定開通し、うち豊田市生駒町から堤町
間の４．６ｋｍが４車線で開通しています。現在、豊田市東新町から豊田市逢妻町の３．７ｋｍにおいて用地買収及び工事を進めています。 

－ ２ － 
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平成25年度迄 
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（１）事業の必要性に関する視点  

 ①交通渋滞の緩和 

２．評価の視点 

■豊田市中心部を通過する国道１５３号や国道１５５号、国道４１９号は、朝夕の通勤時などに交通が集中し、交通混雑が著しい状況です。 

■平成２５年１月には、豊田市中心部が地域の主要渋滞箇所（豊田エリア）として選定されており、多数の主要渋滞区間・箇所があります。 

■豊田北・南バイパスの整備により、豊田市街地を迂回する環状道路を形成し、豊田市街地の交通混雑緩和に寄与します。 

－ ３ － 

○豊田市街地周辺の交通混雑状況（主要渋滞箇所） ○豊田外環状内の渋滞損失時間削減効果 

○環状道路形成による交通円滑化のイメージ 

渋滞損失時間の算定方法  現  況：渋滞損失時間（H26データ） 
                  整備後：交通量推計の整備あり・なしにおける渋滞損失時間の変化率を現況値に乗じて算出 
                  区  間：国道153号（東新町2丁目～平戸橋西）、国道155号（西町4丁目～挙母小学校前）、 

国道419号（土橋町2丁目～西町4丁目） 

 

 

※出典：「地域の主要渋滞箇所」（愛知県道路交通渋滞対策推進協議会） 

豊田市街地 
１０区間・４９箇所 

豊田IC 

東名三好IC 

豊田勘八IC 
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失
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間 
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人
時
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渋滞損失時間が約３割減少 

至瀬戸市 
至瀬戸市 

至知立市 

国道１５３号現道の混雑状況 
 （拳母町１丁目交差点付近（H28.6.27撮影））        

至豊田勘八ＩＣ 

至岡崎市 

    主要渋滞箇所（箇所） 

    主要渋滞箇所（区間） 

    主要渋滞箇所（エリア） 

    主要渋滞箇所（踏切） 

通過交通が市街地を通過し交通混雑が発生 通過交通が市街地を迂回し交通混雑が緩和 

   豊田西BP 

   豊田南BP 

   豊田北BP 

   豊田西BP 

   豊田南BP 

   豊田北BP 



 
 

（１）事業の必要性に関する視点  
 ②交通事故の削減 

２．評価の視点 

■豊田市中心市街地および周辺の国道や並行路線では、昭和４５年の交通戦争と呼ばれた時代の危険度（死傷事故率３００件/億台ｋｍ
以上）に匹敵する箇所が数多く存在し、豊田外環状内では２１箇所存在します。 

■また、豊田外環状内で生じる事故では、交通渋滞に起因する追突事故が全体の約５割を占めています。 
■豊田北・南バイパスの整備により、豊田市街地を迂回する環状道路が形成され、市街地内の交通量減少による交通事故減少が期待さ
れます。 

 

 

 

 
 

 

 

○豊田市街地周辺の交通事故発生状況 

○環状道路形成による豊田市街地の安全性向上のイメージ 

－ ４ － 

※事故危険箇所（H22センサス区間内で、死傷事故率：300件/億台km以上の区間・箇所） 
出典：交通事故統合データベース（H23～H26）  

豊田外環状内 
２１箇所 

豊田勘八IC 

豊田IC 

   事故危険箇所（豊田外環状内） 
   事故危険箇所（周辺路線） 

豊田市 
中心部 

環状道路内の交通が 
減少することにより 
交通事故が減少 

   豊田西BP 

   豊田南BP 

   豊田北BP 

※交通事故：死傷事故 

○豊田外環状内の交通事故類型 

国道153号現道 挙母町1丁目交差点の状況 
出典：交通事故データベース（H23～H26） 
区間：豊田外環状内における県道以上の路線  

交通渋滞が原因 
による追突事故が 

約５割 

追突事故 
53% 

その他 
47% 

至豊田勘八ＩＣ 

至岡崎市 
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２．評価の視点 

－ ５ － 

（１）事業の必要性に関する視点  
 ③物流効率化の支援 

■豊田市の製造品出荷額等は全国１位であり、とりわけ自動車産業の一大集積地となっており、愛知県の産業を支えています。 
■豊田市周辺には、自動車組立工場が多数立地しており、自動車部品工場からの輸送や、港・国内への完成車の輸送が多いほか、海

外生産用自動車部品の輸送も多く、物流の効率化が必要になっています。 
■豊田北・南バイパスの整備により、自動車部品の輸送から完成車の輸送までの一連の流れにおいて所要時間が約３０分短縮し、物流

の効率化に寄与します。 

○製造品出荷額等上位１０市町村 

○豊田北バイパスの整備状況 

自動車産業が集積する花本産業団地（H28.3月） 

花本産業団地 

国道419号 

至：豊田市街 

至：東海環状 
  豊田勘八ＩＣ 

写真① 

○豊田市を中心とした自動車関連物流ネットワーク  ○物流効率化の支援 

名古屋港 

衣浦港 

海外へ 

材料の移入 

    自動車組立工場 
    自動車部品工場 
    完成自動車の流れ 
    自動車部品の流れ 

東名三好IC 

豊田IC 

豊田東IC 

岡崎IC 

豊明IC 

豊田松平IC 

豊田藤岡IC 

豊田東JCT 

豊田JCT 

自動車組立工場が 
多数立地 

 
 

国内へ 

自動車部品工場が 
多数立地 

国内へ 

豊田 
勘八IC 

西尾市 

安城市 

岡崎市 

豊田市 

刈谷市 

名古屋市 

所要時間の算定方法 
 区 間 ：※１ 衣浦港（衣浦港湾事務所）～豊田市自動車組立工場（美山交差点）  
      ：※２ 豊田勘八IC～豊田市自動車工場（逢妻4丁目交差点）   
 整備前：H22道路交通センサス混雑時旅行速度にて算出  
 整備後：豊田南・北バイパスは法定速度（60km/h）を用いて算出 

 
  

 
 

 

 
 

 

 

 
 

  

  

 

豊田南 
バイパス 

自動車 
部品工場 
（衣浦港） 

約30分短縮 

自動車 
組立工場 
（豊田市） 

豊田勘八IC 

豊田北 
バイパス 

整備前 108分 

整備後 77分 

東海環状自動車道 

豊田南IC 



（１）事業の必要性に関する視点 
 ④救急医療活動の支援 

２．評価の視点 

○豊田厚生病院の地区別外来利用状況 

みよし市 

東郷町 

豊田市 

豊田北バイパス 

その他地域 
１１５ 

        第三次救急医療施設 
        （救命救急センター） 
 

 

        豊田厚生病院への 
        外来患者数 

地区名 
外来患者数 
（百人） 

－ ６ － 出典：平成27年度病院年報（豊田厚生病院HP） 

■豊田市内には、愛知県の第三次救急医療施設に指定されている「豊田厚生病院」と「トヨタ記念病院」の２つが存在します。豊田市内最

大規模である豊田厚生病院では、外来患者の約７割が豊田地区から訪れています。 
■豊田市には市街地であっても、多量出血の死亡率が上昇する１５分以内で到達できていない地域が存在しています。 
■豊田北・南バイパスの整備により、多量出血時でも救うことができる人口が５．３万人増加し、地域の高次医療サービスを支援します。 

 

厚生連 豊田厚生病院 病床数606床 

旭地区 
稲武地区 
足助地区 

９４ 

小原地区 
藤岡地区 
２２６ 

下山地区 
１２ 

豊田地区 
２，５７２ 

名古屋 
日進市 
東郷町 
みよし市 
５３９ 

トヨタ記念病院 

◆外来利用受入状況 

72% 
約2,572百人 

9% 
約332百人 

15% 
約539百人 

3% 
約115百人 

   ：豊田地区 

   ：その他市内 

    （藤岡、旭、下山等） 

   ：市外（みよし市、名古屋等） 

   ：その他 

○豊田厚生病院への１５分到達時間圏域の拡大 

厚生連 
豊田厚生病院 

整備後 
約15.9万人 

現況 
約10.6万人 

豊田厚生病院へ

の15分到達時間

圏域 

   現況 

   整備後 

①心臓停止後約3分で50％死亡 

②呼吸停止後約10分で50％死亡 

③多量出血後約30分で50％死亡 

【カーラーの救命曲線】 

１５分を超えると 
多量出血の患者も 

死に至る可能性が増大 

１５分到達時間圏域の算定方法 
豊田厚生病院からの所要時間を、交通量推計の整備あり・なしにおいて算出 

厚生連 豊田厚生病院 （平成20年1月移転開院） 

全外来患者数［約3,559百人］ 

トヨタ記念病院 

豊田市 



（１）事業の必要性に関する視点 
 ⑤ストック効果事例：自動車物流の効率化やイノベーション（技術革新）の支援 

２．評価の視点 

－ ７ － 

■豊田市に立地する自動車メーカーのT社グループは、完成車約６，０００台分/日の部品を郊外工場から市内の組立工場に納めているが、豊田中心
部において渋滞が発生するため、輸送時間のロスを考慮した輸送計画を設定しています（１便あたり往復１５０分）。 

■豊田北・南バイパスの整備を見越して、西広瀬工業団地では拡張工事を実施し、 新たな企業進出も決定（Ｈ２９操業開始予定）しています。 
■豊田北・南バイパスの整備により、自動車物流の効率化や次世代自動車開発の支援が期待されます。 

最後の拡張区画に次世代自動車開発企業
（H２９操業予定）の進出が決定 

出典：豊田市産業部ものづくり振興課 

1台あたり３往復/日→４往復/日に！ 

豊田北・南BP整備により物流効率化に貢献 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

  
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

  
  

 
 

 

 

 
      

 

  

 

西広瀬工業団地（拡張用地分） 
  事業期間：平成22～24年度 

  所在地：豊田市西広瀬町 
  開発面積：15.4ha 
  工場面積：4.8ha 

■自動車部品関連の工場の立地状況と主な輸送ルート 

豊田東IC 

豊田東JCT 

豊田松平IC 

鞍ヶ池 
スマートIC 

豊田勘八IC 

豊田IC 

豊田三好IC 

西広瀬 
工業団地 

豊田南バイパス 

豊田北バイパス 

組立工場 

部品工場 

現状の輸送ルート概要 
豊田南･北BP開通後の 
輸送ルート概要 
主要渋滞箇所 

※ヒアリング調査結果 

Ｔ社 Ｈ部品工場 
物流量：約20便/日（300台分/便） 
自動車部品6,000台分相当を輸送※ 

Ｔ社 Ｔ組立工場 

■新たな企業進出も決定（西広瀬工業団地） 

■豊田北・南バイパスの整備による物流効率化（Ｈ部品工場→Ｔ組立工場） 

H部品工場 T組立工場 
往復110分に！ 

豊田北・南BP 
開通により 

往復約40分短縮 バイパスルート 

現状の輸送ルート（豊田市街地通過） 
往復150分（1台当たり3往復/日） 

※ヒアリング調査結果 

 
   

 
 

   
 

 
 

 

       

       

 
 

8時間労働×60分÷往復110分≒4往復/日      

済 
済 

済 済 

済 
済 

済 

＜西広瀬工業団地（拡張用地分）＞ 

平成27年2月に 
最後の１区画が完売 

 
 



  

鞍ヶ池 
スマートIC 

豊田勘八IC 

豊田 
松平IC 

248 

153 

419 

豊田IC 

153 

301 

豊田南バイパス 

未開通区間 

（４工区） 

豊田南IC 

至 安城市 

至 

日
進
市 

至 設楽町 

平戸橋地区（3ha） 
 H25～H35 

土橋地区（38ha） 
H11～H33 

寺部地区（21ha） 
H19～H34 

開通区間 

浄水特定地区（156ha） 
H5～H29 

155 

豊田 
東IC 

豊田JCT 

豊田市街地部 

豊田北バイパス 

四郷駅周辺地区（26ha） 
H26～H38 

419 

－ ８ － 

（１）事業の必要性に関する視点 
 ⑥ストック効果事例：地域経済の好循環 

２．評価の視点 

■豊田北・南バイパス周辺では、バイパス整備を期待した工業団地の開発と合わせて、大規模な土地区画整理事業が進展しています。 
■土地区画整理事業の進展により、周辺人口が増加し、豊田市の税収（市町村民税）の増加に繋がっています。 
■豊田北・南バイパスの整備により、土地区画整理事業が促進し、更なる地域経済の好循環が期待されます。 

■豊田北・南バイパス沿線の都市整備の進展 ■土地区画整理事業の進展により地域経済が好循環 
4車 

開通済 
2車 

開通済 未開通 
豊田南バイパス 
豊田北バイパス 

その他道路 

土地区画整理事業完了 

土地区画整理事業 事業中 

工業団地 完了 

H28.6.27撮影 至岡崎市 

至名古屋市 
市役所前 

39.5
41.2

42.1 42.7 42.8

30

35

40

45

H12 H17 H22 H27 H32

286
280

291 296 302

200

240

280

320

H22 H23 H24 H25 H26

人
口
（
万
人
） 

市
町
村
民
税
（
億
円
） 

豊田市人口の増加 税収（市町村民税）
の増加 

入沢・梅坪西 
梅坪東 完了 

越戸平戸橋 
日南地区 完了 

宮上地区 
完了 

浄水特定地区 
完了予定（H29） 

7千人増 
（H22比） 

16億円増 
（H22比） 

工業団地 整備中 

■豊田市の豊田浄水特定土地区画整理事業の状況 

 施工期間：平成5～29年度 
 施工地区：伊保原、原山、南平、 

下三戸口の各一部等 
 施工面積：155.8ha 

平成38年までに 
豊田市内で 

約240haが分譲予定 

豊田浄水特定土地区画整理事業 

浄水特定地区 

出典：豊田市HP 

至 設楽町 

至 豊田市街地 

出典：地方財政状況調査（総務省） 
市町村民税（個人分）：住民の方個人に納めていただく個人住民税 出典：H12～H22…国勢調査、H27, H32…将来人口推計（愛知県） 



３．事業の進捗及び見込みの視点：豊田北バイパス 

事業の進捗の見込み状況 
 

■豊田市逢妻町から扶桑町間（延長５．７ｋｍ）については、早期開通に向けて、用地買収及び工事を推進します。 

  

区間 豊田北バイパス 

備考 

【用地取得率】 
４９％ ⇒  ８５％ 
（平成２４年度末 ⇒平成２７年度末） 
【事業進捗率】 
１５％ ⇒  ３７％ 
（平成２４年度末 ⇒平成２７年度末） 

国道153号 豊田北バイパス 

愛知県 

豊田市 

岡崎市 

安城市 

みよし市 

東郷町 豊明市 

刈谷市 

一般国道153号 豊田北バイパス  
延長5.7km 

（
終
点
）
愛
知
県
豊
田
市
扶
桑
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 

ふ
そ
う 

（
起
点
）
愛
知
県
豊
田
市
逢
妻
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 

あ
い
づ
ま 

至 名古屋市 

豊田市役所 
至 

知
立
市 

豊田勘八ＩＣ 

豊田JCT 
豊田東JCT 豊田松平ＩＣ 

鞍ヶ池スマートＩＣ 

豊田東ＩＣ 

豊田南ＩＣ 

東名三好ＩＣ 

豊田ＩＣ 

豊田藤岡ＩＣ 

力石ＩＣ 

枝下ＩＣ 

西広瀬ＩＣ 

中山ＩＣ 

猿投東ＩＣ 

猿投ＩＣ 

至 

瑞
浪
市 

至 新城市 

至 瀬戸市 

至 

飯
田
市 

－ ９ － 

と よ た あいづまちょう ふ そ う ち ょ う 

＜凡例＞ 

未開通 
豊田北バイパス 

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

主要地方道 

豊田外環状 

ＪＲ線 

市町村境 

開通済 未開通 

駅 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

完成4車
開通済 

暫定2車
開通済 



2工区（H18事業化） 

延長２．９km 

１工区（H20事業化） 

延長２．８km 

３．事業の進捗及び見込みの視点：豊田北バイパス 

矢作川左岸下部工事の状況 起点側より終点側を望む [ 工事進捗状況：写真①] 

区間 事業の進捗状況 

1工区 
・豊田市逢妻町～上原町間において、 
用地取得を実施 

2工区 
・矢作川橋（仮称）において、下部工事に

着手 

①豊田北バイパスの事業進捗状況 

一般国道１５３号線 豊田北バイパス  
延長５．７km 

とよ た きた 
（
終
点
）
愛
知
県
豊
田
市
扶
桑
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 

ふ
そ
う
ち
ょ
う 

（
始
点
）
愛
知
県
豊
田
市
逢
妻
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 

あ
い
づ
ま
ち
ょ
う 

豊田勘八ＩＣ 

豊田ＩＣ 

豊田市 

東名三好ＩＣ 

みよし市 

東郷町 

至 

知
立
市 

至 

足
助
町 

至 飯田市 

－ １０ － 

至 東海環状 
豊田勘八IC 至 東海環状 

豊田勘八IC 

写真① 

写真② 

愛
知
県
豊
田
市
上
原
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 

う
わ
は
ら 

＜凡例＞ 

豊田北バイパス 主要地方道 

豊田外環状 

ＪＲ線 

市町村境 

開通済 未開通 

駅 
開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

未開通 
完成4車
開通済 

暫定2車
開通済 

H27.4撮影 H28.10撮影 

至 東名豊田IC 至 東名豊田IC 

矢作川右岸下部工事の状況 終点側より起点側を望む [ 工事進捗状況：写真②] 

至 東海環状 
豊田勘八IC 

至 東海環状 
豊田勘八IC 

H27.4撮影 H28.10撮影 

至 東名豊田IC 至 東名豊田IC 



３．事業の進捗及び見込みの視点：豊田南バイパス 

事業の進捗の見込み状況 
 

■豊田市美山町から東新町間（延長１．１ｋｍ）は平成２６年３月１６日に開通しました。 

■残る豊田市東新町から逢妻町間（延長３．７ｋｍ）は、早期開通に向けて、用地買収及び工事を推進します。  

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

  

－ １１ － 

  
  

 
  

 
  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

  

 
 

 
  

 
 

み や ま ち ょ う とうしんちょう と よ た 

と よ た とうしんちょう あいづまちょう 

平成26年3月16日開通 

1.1km 

国道155号 豊田南バイパス 

愛知県 

区間 豊田南バイパス 

備考 

【用地取得率】 
８４％ ⇒  ９９％ 
（平成２４年度末 ⇒平成２７年度末） 
【事業進捗率】 
６７％ ⇒  ７６％ 
（平成２４年度末 ⇒平成２７年度末） 

豊田市 

安城市 

みよし市 

東郷町 
豊明市 

刈谷市 

一般国道155号 豊田南バイパス  
延長12.9km 

（
終
点
）
愛
知
県
豊
田
市
逢
妻
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 

あ
い
づ
ま
ち
ょ
う 

（
起
点
）
愛
知
県
豊
田
市
駒
場
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 

こ
ま
ば
ち
ょ
う 

至 名古屋市 

豊田 
市役所 

至 

知
立
市 

豊田勘八ＩＣ 

豊田JCT 
豊田東JCT 豊田松平ＩＣ 

鞍ヶ池スマートＩＣ 

豊田東ＩＣ 

豊田南ＩＣ 

豊田ＩＣ 

豊田藤岡ＩＣ 

力石ＩＣ 

枝下ＩＣ 

西広瀬ＩＣ 

中山ＩＣ 

猿投東ＩＣ 

猿投ＩＣ 

至 

瑞
浪
市 

知立市 

豊明ＩＣ 

至 瀬戸市 

＜凡例＞ 

未開通 
豊田南バイパス 

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

主要地方道 

豊田外環状 

ＪＲ線 

市町村境 

開通済 未開通 

駅 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

完成4車
開通済 

暫定2車
開通済 

豊
田
市
東
新
町 

豊
田
市
美
山
町 



豊田市東新町（豊田勘八IC方面）の施工状況 

３．事業の進捗及び見込みの視点：豊田南バイパス 

[ 工事進捗状況：写真①] 

豊田市東新町（豊田勘八IC方面）の施工状況 [ 工事進捗状況：写真②] 

②豊田南バイパスの事業進捗状況 

－ １２ － 

（
終
点
）
愛
知
県
豊
田
市
逢
妻
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 

あ
い
づ
ま
ち
ょ
う 

（
起
点
）
愛
知
県
豊
田
市
駒
場
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 

こ
ま
ば
ち
ょ
う 

豊田ＩＣ 

豊田市 

みよし市 

東郷町 

至 

知
立
市 

至 

豊
田
勘
八
Ｉ
Ｃ 

刈谷市 

豊明市 

知立市 

豊田南ＩＣ 

豊明ＩＣ 

一般国道１５５号線 豊田南バイパス  
延長１２．９km 

とよ た みなみ 

H15 完成4車線 

延長４．６km 

H25 暫定2車線 

延長４．０km 

S62 暫定2車線 

延長０．６km 
至 豊田勘八ＩＣ 至 豊田勘八ＩＣ 

至 豊田勘八ＩＣ 

至 豊田勘八ＩＣ 

豊
田
市
東
新
町 

と
よ
た 

と
う
し
ん
ち
ょ
う 

写真① 

写真② 

＜凡例＞ 

豊田南バイパス 主要地方道 

豊田外環状 

ＪＲ線 

市町村境 

開通済 未開通 

駅 
開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

未開通 
完成4車
開通済 

暫定2車
開通済 

区間 事業の進捗状況 

4工区 ・豊田市東新町において、改良工事に着手 

H27.4撮影 H28.10撮影 

H26.4撮影 H28.10撮影 

4工区 

延長３．７km 

至 伊勢湾岸 豊田南IC 至 伊勢湾岸 豊田南IC 

至 伊勢湾岸 豊田南IC 至 伊勢湾岸 豊田南IC 



４．事業費の見直しについて：豊田北バイパス 
 

－ １３ － 

■事業費増加の要因  
・地質調査結果に伴う擁壁構造の変更･････ ２７億円 
・地質調査結果に伴う橋梁基礎構造の変更･････  ７億円                 合計 ３４億円増 

事業費増額の要因 増額 

①地質調査結果に伴う擁壁構造の変更 

・当初、堀割部の擁壁構造は補強土壁として計画していたが、追加地質調査の結果、地下水位が計画高より高いことが判明 

・地下水の水圧や浸透による擁壁の不安定化や舗装の浮上りを防ぐため、擁壁構造を補強土壁からＵ型擁壁に変更 

 

２７億円 

②地質調査結果に伴う橋梁基礎構造の変更 

・当初、近傍の地質調査結果より、矢作川渡河部の基礎構造は直接基礎として計画 

・追加地質調査の結果、渡河橋では浅層部に硬岩を確認、また、高架橋では支持層が深いことが判明 

・橋梁基礎構造を、地質条件に適したニューマチックケーソン基礎、場所打ち杭基礎に変更 

 

７億円 



【愛知県】 国道153号 豊田北バイパス ４．事業費の見直しについて：豊田北バイパス 
①地質調査結果に伴う擁壁構造の変更 ・・・・ ２７億円 

■当初、堀割部の擁壁構造は補強土壁として計画していたが、追加地質調査の結果、地下水位が計画高より高いことが判明 

■地下水の水圧や浸透による擁壁の不安定化や舗装の浮上りを防ぐため、擁壁構造を補強土壁からＵ型擁壁に変更  

 

－ １４ － 

■堀割区間写真 

■地下水位縦断図 

道路計画高 

当初地下水位線 

変更地下水位線 

堀割部 延長約940ｍ 

堀
割
部

 
延
長
約

94
0ｍ

 
 

台地状の地形 

当初計画 ： 補強土壁 

当初地下水位 

変更地下水位 

変更計画 ： Ｕ型擁壁 

変更地下水位 

地下水の 
水圧や浸透 

地下水の 
水圧や浸透 

地下水位 
変更 +5ｍ 

舗装：舗装下面の支持力 
   の低下や揚圧力に 
   よる舗装の浮上り 

擁壁：盛土細粒分の流出   
   による強度低下や 
   不安定化 

擁壁：止水性の高い 
   鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 
   構造に変更 

舗装：擁壁の止水性 
   により地下水の 
   影響を回避 

■堀割区間横断図（No.377断面） 

No.377 

 



－ １５ － 

４．事業費の見直しについて：豊田北バイパス 

■擁壁構造写真（事例） 

補強土壁 Ｕ型擁壁 



４．事業費の見直しについて：豊田北バイパス 

－ １６ － 

②地質調査結果に伴う橋梁基礎構造の変更・・・・・・・・・・・・・・・・７億円 

■当初、近傍の地質調査結果より、矢作川渡河部の基礎構造は直接基礎として計画 
■追加地質調査の結果、渡河橋では浅層部に硬岩を確認、また、高架橋では支持層が深いことが判明 
■橋梁基礎構造を、地質条件に適したニューマチックケーソン基礎、場所打ち杭基礎に変更 

当初計画：直接基礎 変更計画：ニューマチックケーソン基礎 
渡河橋（P1・P2） 

  追加調査の結果、浅層部に硬岩を確認 
   → 硬岩への止水矢板打込みによる費用が増大するため、経済性を考慮し 
     ケーソン基礎に変更 

■矢作川渡河部平面図 

＜凡例＞ 
   ：当初地質調査箇所 
   ：追加地質調査箇所 

止水矢板 
硬岩 

軟岩 
土砂 

軟岩 

土砂 当初支持層 
変更支持層 

約１．５ｍ 

 

A1 
P1 

P2 P3 P4 P5 P6 A2 

Ｐ1 

高架橋（P3～P6・A2） 
当初計画：直接基礎 変更計画：場所打ち杭基礎 

当初支持層 
変更支持層 

  追加調査の結果、支持層が深いことが判明  
   → 支持力確保のため杭基礎構造に変更 

約５ｍ 

Ｐ5 



５．費用対効果分析：豊田北バイパス、豊田南バイパス 

３便益による事業の投資効果 

－ １７ － 

○３便益による事業の投資効果 

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝  
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益 

事業費＋維持管理費 

【事業全体】 

事業区間 
便益（億円） 費用（億円） 

B/C 前回評価時 
B/C 走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計 

豊田北バイパス １，２０２億円 ９０億円 １１億円 １，３０３億円 ３３１億円 ３０億円 ３６２億円 ３．６ ３．９ 

豊田南バイパス ４，００９億円 ２２２億円 １１億円 ４，２４２億円 １，２９９億円 ９３億円 １，３９２億円 ３．０ ３．４ 

※１ 平成２２年８月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することになっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出。 
※２ 残事業のＢ／Ｃ算出にあたっては、未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出。 
※３ 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

【前回再評価からの変更点】 
  １．Ｈ２８年度事業化済道路網に変更（Ｈ２５→Ｈ２８）  ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２５→Ｈ２８）  

  ３．事業費の増加による変更（豊田北バイパス） 

【残事業】 

事業区間 
便益（億円） 費用（億円） 

B/C 前回評価時 
B/C 走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計 

豊田北バイパス １，２０２億円 ９０億円 １１億円 １，３０３億円 １６９億円 ３０億円 ２００億円 ６．５ ５．１ 

豊田南バイパス １，４１７億円 ７１億円 １．５億円 １，４８９億円 １２４億円 ３９億円 １６３億円 ９．１ ６．６ 

とよ た きた 

○費用便益分析（B/C）について 

とよ た きた 

※参考：事業区間を豊田北バイパス・豊田南バイパス全体として算出した費用便益比（Ｂ／Ｃ） 【事業全体】２．９  【残事業】５．３ 

とよ た みなみ 

とよ た みなみ 



６．代替案立案等の可能性の視点 

■豊田北バイパス、及び豊田南バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、
交通渋滞の緩和、物流効率化や災害に強い道路機能の確保など、期待される効果が大きい事業で、都市計画決定以降、地
域の課題に大きな変化が無いことから、現計画が最も適切であると考えます。 

とよ た きた 

７．県・政令市への意見聴取結果 

８．対応方針（原案） 

■愛知県の意見 
豊田北バイパス： 
１  「対応方針（原案）」案に対して異議はありません。 
２  豊田北バイパスは、豊田市中心部へ集中する交通を分散・迂回させる役割を果たす重要な道路である。そのため、早期

に全線の開通時期を明確にするとともに、一日も早い全線開通をお願いしたい。 
３ なお、事業実施にあたっては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。 
 
豊田南バイパス： 
１  「対応方針（原案）」案に対して異議はありません。 
２  豊田南バイパスは、豊田市中心部へ集中する交通を分散・迂回させる役割を果たす重要な道路である。そのため、引き 

続き豊田市東新町～逢妻町区間についても、早期に開通時期を明確にするとともに、一日も早い全線開通をお願いしたい。 
３  なお、事業実施にあたっては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。 

■一般国道１５３号豊田北バイパス、一般国道１５５号豊田南バイパスの事業を継続する。 
とよ た きた 

 

－ １８ － 

とよ た みなみ 

とよ た みなみ 



一般国道１５３号  

豊田北バイパス 

（道路事業） 

と よ  た  き た 

資料９－１   

説明資料 

平成２８年１２月１６日 

中部地方整備局 

名四国道事務所 



１．一般国道１５３号豊田北バイパスの事業概要 
（１）事業目的 

一 般 国 道 １ ５ ３ 号 豊 田 北 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図 

－ １ － 

至：豊田市街 

花本産業団地 

至：東海環状 
豊田勘八ＩＣ 

写真① 

＜ 凡 例 ＞ 

主要渋滞箇所 

主要渋滞区間 

事故危険区間 

人口集中地区 
（ＤＩＤ） 

豊田市 

開通済 未開通 

駅 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

主要地方道 

豊田外環状 

ＪＲ線 

市町村境 

豊田北・南バイパス 

完成4車 
開通済 

暫定2車 
開通済 未開通 

写真① 

豊田東JCT 

豊田勘八IC 

植田IC 

豊田市 

みよし市 

名古屋市 

豊明市 

刈谷市 

JCT 

豊
田 

IC 

豊
田
南 

日進市 

安城市 

知立市 

東浦町 

岡崎市 

大府市 

東郷町 

豊田市役所 

（
終
点
） 

愛
知
県 

 
 

 
 

 

豊
田
市
扶
桑
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 

ふ
そ
う
ち
ょ
う 

一般国道153号 豊田北バイパス 
延長5.7km 

（
起
点
） 

愛
知
県 

 
 

 
 

 

豊
田
市
逢
妻
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 
あ
い
づ
ま
ち
ょ
う 

あいちけん とよ はし し とよあけ し 

 一般国道１５３号豊田北バイパスは、愛知県豊田市逢妻町を起点とし、同市扶桑町に至る延長約５．７ｋｍのバイパスであり、豊田外環状の一部を

構成し、豊田市街地の交通渋滞の緩和、交通安全の確保及び東海環状自動車道豊田勘八ＩＣへのアクセスの確保を目的に計画された道路です。 

 豊田市は、自動車産業の集積地となっており、豊田市中心部や周辺路線には、主要渋滞箇所や、死傷事故率の高い箇所が多数存在し、豊田市と

高速IC間のアクセス、第三次医療施設へのアクセスなど、多くの課題があり、本事業は、課題解決のために豊田北バイパスを整備することで、交通

渋滞の緩和や交通事故の削減、物流効率化の支援などの効果を見込んでいます。 

と よ た き た あいづまちょう ふそうちょう と よ た あ い ち  

とうかいかんじょうじどうしゃどう とよたかんぱち 

【豊田市扶桑町（上空）】 

平成28年3月撮影 

平成31年度 
開通予定 
延長0.8km 



１．一般国道１５３号豊田北バイパスの事業概要 

事業名 
一般国道１５３号 
豊田北バイパス 

道路規格 第３種第１級 

設計速度 ８０ｋｍ/ｈ 

車線数 ４車線 

都市計画決定 昭和６０年度（計画変更：平成２年度） 

事業化 

平成１８年度 
（国道４１９号～(都)平戸橋水源線） 

平成２０年度 
（国道１５５号～国道４１９号） 

用地着手年度 平成２１年度 

工事着手年度 平成２５年度 

延長 
（平成２７年度末） 

５．７ｋｍ 
（０．０ｋｍ） 

前回の再評価 
平成２５年度 

（指摘事項なし：継続） 

全体事業費 ３７６億円（３４億円増額） 

（２）計画概要 

 ■豊田北バイパスは、平成１８、２０年度に事業化し、現在、設計協議、用地買収及び工事を進めています。 
とよ た きた 

－ ２ － 

豊田市 

岡崎市 

安城市 

みよし市 

東郷町 
豊明市 

刈谷市 

一般国道153号 豊田北バイパス  
延長5.7km 

（
終
点
）
愛
知
県
豊
田
市
扶
桑
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 

ふ
そ
う
ち
ょ
う 

（
起
点
）
愛
知
県
豊
田
市
逢
妻
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 

あ
い
づ
ま
ち
ょ
う 

至 名古屋市 

豊田市役所 
至 

知
立
市 豊田勘八ＩＣ 

豊田JCT 豊田東JCT 豊田松平ＩＣ 

鞍ヶ池スマートＩＣ 

豊田東ＩＣ 

豊田南ＩＣ 

東名三好ＩＣ 

豊田ＩＣ 

豊田藤岡ＩＣ 

力石ＩＣ 

枝下ＩＣ 

西広瀬ＩＣ 

中山ＩＣ 

猿投東ＩＣ 

猿投ＩＣ 

至 

瑞
浪
市 

至 瀬戸市 

＜凡例＞ 

豊田北 
バイパス 

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

主要地方道 

豊田外環状 

ＪＲ線 

開通済 未開通 

駅 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

完成4車 
開通済 未開通 

暫定2車 
開通済 

＜平面部＞ ＜高架部＞ ＜掘割部＞ 単位：ｍ 

標 準 断 面 図 

歩
道 

側
道 

本
線 

本
線 

側
道 

歩
道 歩

道 

本
線 

本
線 

歩
道 

歩
道 

側
道 

側
道 

歩
道 

本
線 

本
線 

平成31年度 
開通予定 

 

延長0.8km 



 

 

（１）事業の必要性に関する視点  

 ①交通渋滞の緩和 

２．評価の視点 

－ ３ － 

○豊田市街地周辺の交通混雑状況（主要渋滞箇所） 

至瀬戸市 
至瀬戸市 

至知立市 

○国道１５３号現道の渋滞損失時間削減効果 

○環状道路形成による交通円滑化のイメージ 

国道１５３号現道の混雑状況 
 （拳母町１丁目交差点付近（H28.6.27撮影））        

渋滞損失時間の算定方法  現況  ：渋滞損失時間（H26データ） 
                  整備後：交通量推計の整備あり・なしにおける渋滞損失時間の変化率を現況値に乗じて算出 
                  区  間：国道153号現道（西町4丁目交差点～平戸橋町馬場瀬交差点） 

 

至飯田市 

至岡崎市 

 

※出典：「地域の主要渋滞箇所」（愛知県道路交通渋滞対策推進協議会） 

豊田市街地 
１０区間・４９箇所 

豊田IC 

東名三好IC 

豊田勘八IC 

    主要渋滞箇所（箇所） 

    主要渋滞箇所（区間） 

    主要渋滞箇所（エリア） 

    主要渋滞箇所（踏切） 

122 

74 

0

50

100

150

整備前 整備後

損
失
時
間 

［万
人
時
間
／
年
］ 

渋滞損失時間が約４割減少 

■豊田市中心部を通過する国道１５３号では、朝夕の通勤時などに交通が集中し、交通混雑が著しい状況です。 
■平成２５年１月には、豊田市中心部が地域の主要渋滞箇所（豊田エリア）として選定されており、また並行する国道１５３号では、多数の主要渋滞区

間・箇所があります。 
■豊田北バイパスの整備により、並行する国道１５３号の損失時間が約４割減少し、豊田市街地の交通混雑緩和に寄与します。 

通過交通が市街地を通過し交通混雑が発生 通過交通が市街地を迂回し交通混雑が緩和 

   豊田西BP 

   豊田南BP 

   豊田北BP 

   豊田西BP 

   豊田南BP 

   豊田北BP 



（１）事業の必要性に関する視点  

 ②交通事故の削減 

２．評価の視点 

■豊田市中心市街地および周辺の国道や並行路線では、昭和４５年の交通戦争と呼ばれた時代の危険度（死傷事故率３００件/億台ｋｍ以上）に匹

敵する箇所が存在します。 
■また、豊田北バイパスに並行する国道１５３号で生じる事故では、交通渋滞に起因する追突事故が全体の約６割を占めています。 
■豊田北バイパスの整備により、並行する国道１５３号の交通が転換し、市街地内の交通量減少による交通事故減少が期待されます。 

出典：交通事故データベース（H23～H26） 
区間：国道153号現道（西町4丁目交差点～平戸橋町馬場瀬交差点） 

○国道１５３号現道の交通事故類型 

 

○豊田市街地周辺の交通事故発生状況 

○環状道路形成による豊田市街地の安全性向上のイメージ 

－ ４ － 

 
 

※事故危険箇所（H22センサス区間内で、死傷事故率：300件/億台km以上の区間・箇所） 
出典：交通事故統合データベース（H23～H26）  

豊田勘八IC 

豊田IC 

  事故危険箇所（国道153号 豊田北BP並行区間） 
  事故危険箇所（周辺路線） 

豊田市 
中心部 

並行区間 
1箇所 

（挙母町1丁目交差点） 

環状道路内の交通が 
減少することにより 
交通事故が減少 

   豊田西BP 

   豊田南BP 

   豊田北BP 

※交通事故：死傷事故 

交通渋滞が原因 
による追突事故が 

約６割 

追突事故 
60% 

その他 
40% 

国道153号現道 挙母町1丁目交差点の状況 

至豊田勘八ＩＣ 

至岡崎市 



２．評価の視点 

－ ５ － 

（１）事業の必要性に関する視点  
 ③物流効率化の支援 

■豊田市の製造品出荷額等は全国１位であり、とりわけ自動車産業の一大集積地となっており、愛知県の産業を支えています。 
■豊田市には、自動車組立工場が多数立地しており、部品工場からの輸送や港・国内への完成車の輸送が多いほか、海外生産用自動車部品の輸
送が多く、物流の効率化が必要になっています。 

■豊田北バイパスの整備により、混雑する豊田市中心部を通過することなく、走行することが可能となり、豊田勘八ＩＣへの所要時間が約１５分短縮し、
高速ＩＣへのアクセス性向上が期待されます。 
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○製造品出荷額等上位１０市町村 

○豊田北バイパスの整備状況 

製造品出荷額等第１位 
自動車関連が９割を占める 

出典：工業統計調査（H26） 

自動車産業が集積する花本産業団地（H28.3月） 

花本産業団地 

国道419号 

至：豊田市街 

至：東海環状 
  豊田勘八ＩＣ 

写真① 

○高速ＩＣへのアクセス性の向上 ○豊田市周辺の工業団地の立地状況 

  工業団地 

  単独工業用地 

豊田北バイパス 

豊田JCT 

豊田東JCT 

豊田市 
中心部 

東名三好IC 

みよし市 

東郷町 

豊田 
松平IC 

豊田東IC 

豊田IC 

豊田 
勘八IC 

中心部の周辺には 
多くの工業団地が立地 

花本 

産業団地 

豊田 
勘八IC 

豊田市中心部 

中心部を迂回することで 
所要時間が約１５分短縮 

豊田北バイパス 

豊田 
松平IC 

豊田市自動車工場 

所要時間の算定方法 
 区 間 ：豊田勘八IC～豊田市自動車工場（逢妻4丁目交差点）   
 整備前：H22道路交通センサス混雑時旅行速度にて算出  
 整備後：豊田北バイパスは法定速度を用いて算出 

自動車工場 
（豊田市） 

東
海
環
状
自
動
車
道 

豊田北バイパス 

整備前 22分 

整備後  7分 豊田勘八IC 

約15分短縮 

製
造
品
出
荷
額
等
［千
億
円
］ 



（１）事業の必要性に関する視点 
 ④救急医療活動の支援 

２．評価の視点 

－ ６ － 

■豊田市内には、愛知県の第三次救急医療施設に指定されている「豊田厚生病院」と「トヨタ記念病院」の２つが存在します。豊田市内最大規模であ

る豊田厚生病院では、外来患者の約７割が豊田地区から訪れています。 
■豊田市には市街地であっても、多量出血の死亡率が上昇する１５分以内で到達できていない地域が存在しています。 
■豊田北バイパスの整備により、多量出血時でも救うことができる人口が１．７万人増加し、地域の高次医療サービスを支援します。 

○豊田厚生病院の地区別外来利用状況 

みよし市 

東郷町 

豊田北バイパス 

その他地域 
１１５ 

        第三次救急医療施設 
        （救命救急センター）※1 
 

 

        豊田厚生病院への 
        外来患者数 

地区名 
外来患者数 
（百人） 

出典：平成27年度病院年報（豊田厚生病院HP） 

厚生連 豊田厚生病院 病床数606床 

旭地区 
稲武地区 
足助地区 

９４ 

小原地区 
藤岡地区 
２２６ 

下山地区 
１２ 

豊田地区 
２，５７２ 

名古屋 
日進市 
東郷町 
みよし市 
５３９ 

◆外来利用受入状況 

72% 
約2,572百人 

9% 
約332百人 

15% 
約539百人 

3% 
約115百人 

   ：豊田地区 

   ：その他市内 

    （藤岡、旭、下山等） 

   ：市外（みよし市、名古屋等） 

   ：その他 

○豊田厚生病院への１５分到達時間圏域の拡大 

厚生連 
豊田厚生病院 

整備後 
約12.3万人 

①心臓停止後約3分で50％死亡 

②呼吸停止後約10分で50％死亡 

③多量出血後約30分で50％死亡 

【カーラーの救命曲線】 

１５分を超えると 
多量出血の患者も 

死に至る可能性が増大 

１５分到達時間圏域の算定方法 
豊田厚生病院からの所要時間を、交通量推計の整備あり・なしにおいて算出 

全外来患者数［約3,559百人］ 

厚生連 豊田厚生病院 

豊田市 

豊田市 
トヨタ記念病院 

（平成20年1月移転開院） 

現況 
約10.6万人 

トヨタ記念病院 

 
 

 

    

    

 

豊田厚生病院へ

の15分到達時間

圏域 

   現況 

   整備後 



（１）事業の必要性に関する視点 
 ⑤ストック効果事例：自動車物流の効率化やイノベーション（技術革新）の支援 

２．評価の視点 

－ ７ － 

■豊田北バイパス（矢作川橋）の整備による物流効率化（Ｈ部品工場→Ｔ組立工場） 

整備前 

矢
作
川 

平
戸
橋
西 

整備後 

矢
作
川 

平
戸
橋
西 

豊
田
勘
八IC

 

平
戸
橋
町 

153 153 

豊田北バイパス 

最後の拡張区画に次世代自動車開発企業
（H２９操業予定）の進出が決定 

出典：豊田市産業部ものづくり振興課 

西広瀬工業団地（拡張用地分） 
  事業期間：平成22～24年度 

  所在地：豊田市西広瀬町 
  開発面積：15.4ha 
  工場面積：4.8ha 

■自動車部品関連の工場の立地状況と主な輸送ルート 

豊田東IC 

豊田東JCT 

豊田松平IC 

鞍ヶ池 
スマートIC 

豊田勘八IC 

豊田IC 

豊田三好IC 

西広瀬 
工業団地 

豊田南バイパス 

豊田北バイパス 

組立工場 

部品工場 

現状の輸送ルート概要 
豊田南･北BP開通後の 
輸送ルート概要 
主要渋滞箇所 

※ヒアリング調査結果 

Ｔ社 Ｈ部品工場 
物流量：約20便/日（300台分/便） 
自動車部品6,000台分相当を輸送※ 

Ｔ社 Ｔ組立工場 

■新たな企業進出も決定（西広瀬工業団地） 

済 
済 

済 済 

済 
済 

済 

＜西広瀬工業団地（拡張用地分）＞ 

平成27年2月に 
最後の１区画が完売 

平戸橋西交差点 
（主要渋滞箇所） 

■豊田市に立地する自動車メーカーのT社グループは、完成車約６，０００台分/日の部品を郊外工場から市内の組立工場に納めているが、豊田中心
部において渋滞が発生するため、輸送時間のロスを考慮した輸送計画を設定しています（１便あたり７５分）。 

■豊田北バイパスの整備を見越して、西広瀬工業団地では拡張工事を実施し、 新たな企業進出も決定（Ｈ２９操業開始予定）しています。 
■豊田北バイパスの整備により、自動車物流の効率化や次世代自動車開発の支援が期待されます。 

1日あたり300台分の自動車部品の物流効率化に寄与 

100分/日÷75分/便≒約１便/日（300台分/日）の削減時間に相当       

豊田北BP（矢作川橋）開通により 
約5分短縮（1日100分短縮） 

1便あたり300台分の 
自動車部品を輸送 

※ヒアリング調査結果 

20便/日（1便75分で計画） 



  

鞍ヶ池 
スマートIC 

豊田勘八IC 

豊田 
松平IC 

248 

153 

419 

豊田IC 

153 

301 

豊田南バイパス 

未開通区間 

（４工区） 

豊田南IC 

至 安城市 

至 

日
進
市 

至 設楽町 

平戸橋地区（3ha） 
 H25～H35 

土橋地区（38ha） 
H11～H33 

寺部地区（21ha） 
H19～H34 

開通区間 

浄水特定地区（156ha） 
H5～H29 

155 

豊田 
東IC 

豊田JCT 

豊田市街地部 

豊田北バイパス 

四郷駅周辺地区（26ha） 
H26～H38 

419 

－ ８ － 

（１）事業の必要性に関する視点 
 ⑥ストック効果事例：地域経済の好循環 

２．評価の視点 

■豊田北バイパス周辺では、バイパス整備を期待した工業団地の開発と合わせて、大規模な土地区画整理事業が進展しています。 
■土地区画整理事業の進展により、周辺人口が増加し、豊田市の税収（市町村民税）の増加に繋がっています。 
■豊田北バイパスの整備により、土地区画整理事業が促進し、更なる地域経済の好循環が期待されます。 

■豊田北バイパス沿線の都市整備の進展 ■土地区画整理事業の進展により地域経済が好循環 
4車 

開通済 
2車 

開通済 未開通 
豊田南バイパス 
豊田北バイパス 

その他道路 

土地区画整理事業完了 

土地区画整理事業 事業中 

工業団地 完了 

H28.6.27撮影 至岡崎市 

至名古屋市 
市役所前 

39.5
41.2

42.1 42.7 42.8
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豊田市人口の増加 税収（市町村民税）
の増加 

入沢・梅坪西 
梅坪東 完了 

越戸平戸橋 
日南地区 完了 

宮上地区 
完了 

浄水特定地区 
完了予定（H29） 

7千人増 
（H22比） 

16億円増 
（H22比） 

工業団地 整備中 

■豊田市の豊田浄水特定土地区画整理事業の状況 

 施工期間：平成5～29年度 
 施工地区：伊保原、原山、南平、 

下三戸口の各一部等 
 施工面積：155.8ha 

平成38年までに 
豊田市内で 

約240haが分譲予定 

豊田浄水特定土地区画整理事業 

浄水特定地区 

出典：豊田市HP 

至 設楽町 

至 豊田市街地 

出典：地方財政状況調査（総務省） 
市町村民税（個人分）：住民の方個人に納めていただく個人住民税 出典：H12～H22…国勢調査、H27, H32…将来人口推計（愛知県） 



３．事業の進捗及び見込みの視点：豊田北バイパス 

－ ９ － 

事業の進捗の見込み状況 
 

■豊田市逢妻町から扶桑町間（延長５．７ｋｍ）については、早期開通に向けて、用地買収及び工事を推進します。 

  

と よ た あいづまちょう ふ そ う ち ょ う 

区間 豊田北バイパス 

備考 

【用地取得率】 
４９％ ⇒  ８５％ 
（平成２４年度末 ⇒平成２７年度末） 
【事業進捗率】 
１５％ ⇒  ３７％ 
（平成２４年度末 ⇒平成２７年度末） 

国道153号 豊田北バイパス 

愛知県 

豊田市 

岡崎市 

安城市 

みよし市 

東郷町 豊明市 

刈谷市 

一般国道153号 豊田北バイパス  
延長5.7km 

（
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至 名古屋市 

豊田市役所 
至 

知
立
市 

豊田勘八ＩＣ 

豊田JCT 
豊田東JCT 豊田松平ＩＣ 

鞍ヶ池スマートＩＣ 

豊田東ＩＣ 

豊田南ＩＣ 

東名三好ＩＣ 

豊田ＩＣ 

豊田藤岡ＩＣ 

力石ＩＣ 

枝下ＩＣ 

西広瀬ＩＣ 

中山ＩＣ 

猿投東ＩＣ 

猿投ＩＣ 

至 

瑞
浪
市 

至 新城市 

至 瀬戸市 

至 

飯
田
市 

＜凡例＞ 

未開通 
豊田北バイパス 

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

主要地方道 

豊田外環状 

ＪＲ線 

市町村境 

開通済 未開通 

駅 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

完成4車
開通済 

暫定2車
開通済 



３．事業の進捗及び見込みの視点：豊田北バイパス 

事業進捗状況 

－ １０ － 

2工区（H18事業化） 

延長２．９km 

１工区（H20事業化） 

延長２．８km 

矢作川左岸下部工事の状況 起点側より終点側を望む [ 工事進捗状況：写真①] 

矢作川右岸下部工事の状況 終点側より起点側を望む [ 工事進捗状況：写真②] 

区間 事業の進捗状況 

1工区 
・豊田市逢妻町～上原町間において、 
用地取得を実施 

2工区 
・矢作川橋（仮称）において、下部工事に

着手 

一般国道１５３号線 豊田北バイパス  
延長５．７km 

とよ た きた 
（
終
点
）
愛
知
県
豊
田
市
扶
桑
町 

あ
い
ち 

と
よ
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ふ
そ
う
ち
ょ
う 

（
始
点
）
愛
知
県
豊
田
市
逢
妻
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 

あ
い
づ
ま
ち
ょ
う 

豊田勘八ＩＣ 

豊田ＩＣ 

豊田市 

東名三好ＩＣ 

みよし市 

東郷町 

至 

知
立
市 

至 

足
助
町 

至 飯田市 

至 東海環状 
豊田勘八IC 

至 東海環状 
豊田勘八IC 

至 東海環状 
豊田勘八IC 

至 東海環状 
豊田勘八IC 

写真① 

写真② 

愛
知
県
豊
田
市
上
原
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 

う
わ
は
ら 

＜凡例＞ 

豊田北バイパス 主要地方道 

豊田外環状 

ＪＲ線 

市町村境 

開通済 未開通 

駅 
開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

未開通 
完成4車
開通済 

暫定2車
開通済 

H27.4撮影 

H27.4撮影 

H28.10撮影 

H28.10撮影 

至 東名豊田IC 至 東名豊田IC 

至 東名豊田IC 至 東名豊田IC 



４．事業費の見直しについて：豊田北バイパス 
 

－ １１ － 

■事業費増加の要因  
・地質調査結果に伴う擁壁構造の変更･････ ２７億円 
・地質調査結果に伴う橋梁基礎構造の変更･････  ７億円                 合計 ３４億円増 

事業費増額の要因 増額 

①地質調査結果に伴う擁壁構造の変更 

・当初、堀割部の擁壁構造は補強土壁として計画していたが、追加地質調査の結果、地下水位が計画高より高いことが判明 

・地下水の水圧や浸透による擁壁の不安定化や舗装の浮上りを防ぐため、擁壁構造を補強土壁からＵ型擁壁に変更 

 

２７億円 

②地質調査結果に伴う橋梁基礎構造の変更 

・当初、近傍の地質調査結果より、矢作川渡河部の基礎構造は直接基礎として計画 

・追加地質調査の結果、渡河橋では浅層部に硬岩を確認、また、高架橋では支持層が深いことが判明 

・橋梁基礎構造を、地質条件に適したニューマチックケーソン基礎、場所打ち杭基礎に変更 

 

７億円 



【愛知県】 国道153号 豊田北バイパス ４．事業費の見直しについて：豊田北バイパス 

 

 

－ １２ － 

■堀割区間写真 

■地下水位縦断図 

①地質調査結果に伴う擁壁構造の変更 ・・・・ ２７億円 

道路計画高 

当初地下水位線 

変更地下水位線 

堀割部 延長約940ｍ 

堀
割
部

 
延
長
約

94
0ｍ

 
 

台地状の地形 

当初計画 ： 補強土壁 

当初地下水位 

変更地下水位 

変更計画 ： Ｕ型擁壁 

変更地下水位 

地下水の 
水圧や浸透 

地下水の 
水圧や浸透 

地下水位 
変更 +5ｍ 

舗装：舗装下面の支持力 
   の低下や揚圧力に 
   よる舗装の浮上り 

擁壁：盛土細粒分の流出   
   による強度低下や 
   不安定化 

擁壁：止水性の高い 
   鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 
   構造に変更 

舗装：擁壁の止水性 
   により地下水の 
   影響を回避 

■堀割区間横断図（No.377断面） 

No.377 

 

■当初、堀割部の擁壁構造は補強土壁として計画していたが、追加地質調査の結果、地下水位が計画高より高いことが判明 

■地下水の水圧や浸透による擁壁の不安定化や舗装の浮上りを防ぐため、擁壁構造を補強土壁からＵ型擁壁に変更 



－ １３ － 

４．事業費の見直しについて：豊田北バイパス 

■擁壁構造写真（事例） 

補強土壁 Ｕ型擁壁 



４．事業費の見直しについて：豊田北バイパス 

－ １４ － 

②地質調査結果に伴う橋梁基礎構造の変更・・・・・・・・・・・・・・・・７億円 

■当初、近傍の地質調査結果より、矢作川渡河部の基礎構造は直接基礎として計画 
■追加地質調査の結果、渡河橋では浅層部に硬岩を確認、また、高架橋では支持層が深いことが判明 
■橋梁基礎構造を、地質条件に適したニューマチックケーソン基礎、場所打ち杭基礎に変更 

当初計画：直接基礎 変更計画：ニューマチックケーソン基礎 
渡河橋（P1・P2） 

  追加調査の結果、浅層部に硬岩を確認 
   → 硬岩への止水矢板打込みによる費用が増大するため、経済性を考慮し 
     ケーソン基礎に変更 

■矢作川渡河部平面図 

＜凡例＞ 
   ：当初地質調査箇所 
   ：追加地質調査箇所 

止水矢板 
硬岩 

軟岩 
土砂 

軟岩 

土砂 当初支持層 
変更支持層 

約１．５ｍ 

 

A1 
P1 

P2 P3 P4 P5 P6 A2 

Ｐ1 

高架橋（P3～P6・A2） 
当初計画：直接基礎 変更計画：場所打ち杭基礎 

当初支持層 
変更支持層 

  追加調査の結果、支持層が深いことが判明  
   → 支持力確保のため杭基礎構造に変更 

約５ｍ 

Ｐ5 



５．費用対効果：豊田北バイパス 

３便益による事業の投資効果 

○３便益による事業の投資効果 

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝  
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益 

事業費＋維持管理費 

【事業全体】 

事業区間 
便益（億円） 費用（億円） 

B/C 前回評価時 
B/C 走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計 

豊田北バイパス １，２０２億円 ９０億円 １１億円 １，３０３億円 ３３１億円 ３０億円 ３６２億円 ３．６ ３．９ 

【残事業】 

事業区間 
便益（億円） 費用（億円） 

B/C 前回評価時 
B/C 走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計 

豊田北バイパス １，２０２億円 ９０億円 １１億円 １，３０３億円 １６９億円 ３０億円 ２００億円 ６．５ ５．１ 

とよ た きた 

○費用便益分析（B/C）について 

とよ た きた 

※１ 平成２２年８月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することになっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出。 
※２ 残事業のＢ／Ｃ算出にあたっては、未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出。 
※３ 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

【前回再評価からの変更点】 
  １．Ｈ２８年度事業化済道路網に変更（Ｈ２５→Ｈ２８）  ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２５→Ｈ２８）  

  ３．事業費の増加による変更 

※参考：事業区間を豊田北バイパス・豊田南バイパス全体として算出した費用便益比（Ｂ／Ｃ） 【事業全体】２．９  【残事業】５．３ 

－ １５ － 



６．代替案立案等の可能性の視点 

７．県・政令市への意見聴取結果 

８．対応方針（原案） 

■愛知県の意見 
１  「対応方針（原案）」案に対して異議はありません。 
２  豊田北バイパスは、豊田市中心部へ集中する交通を分散・迂回させる役割を果たす重要な道路である。そのため、早期に 
  全線の開通時期を明確にするとともに、一日も早い全線開通をお願いしたい。 
３  なお、事業実施にあたっては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。 

■一般国道１５３号豊田北バイパスの事業を継続する。 
とよ た きた 

 

－ １６ － 

■豊田北バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、交通渋滞の緩和、物
流効率化や災害に強い道路機能の確保など、期待される効果が大きい事業で、都市計画決定以降、地域の課題に大きな変
化が無いことから、現計画が最も適切であると考えます。 

とよ  た  きた 



一般国道１５５号  

豊田南バイパス 

（道路事業） 

資料９－２   

説明資料 

平成２８年１２月１６日 

中部地方整備局 

名四国道事務所 

と よ た みなみ 
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－ １ － 

一 般 国 道 １ ５ ５ 号 豊 田 南 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図 

１．一般国道１５５号豊田南バイパスの事業概要 
（１）事業目的 

  一般国道１５５号豊田南バイパスは、愛知県豊田市駒場町から同市逢妻町に至る延長１２．９ｋｍのバイパスであり、豊田外環状の一部を構成し、

国道１５５号と国道４１９号の交通渋滞の緩和、交通安全の確保及び東名・新東名ＩＣへのアクセスの確保を目的に計画された道路です。 

  豊田市は自動車産業の集積地となっており、豊田市中心部や周辺路線には、主要渋滞箇所や、死傷事故率の高い箇所が多数存在し、物流の効

率化、第三次医療施設へのアクセスなど、多くの課題があり、本事業は、課題解決のために豊田南バイパスを整備することで国道１５５号と国道４１９

号の交通渋滞の緩和や交通事故の削減、物流効率化の支援などを見込んでいます。 

と よ た 

至：知立 

写真① 

至
：
名
古
屋 

至
：
豊
田
市
街
地 

平成２６年３月撮影 

みなみ あ い ち と よ た こまばちょう あいづまちょう 

＜ 凡 例 ＞ 

主要渋滞箇所 

主要渋滞区間 

事故危険区間 

人口集中地区 
（ＤＩＤ） 

豊田市 

開通済 未開通 

駅 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

主要地方道 

豊田外環状 

ＪＲ線 

市町村境 

豊田北・南バイパス 

完成4車 
開通済 

暫定2車 
開通済 未開通 
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写真① 
豊田東JCT 

豊田勘八IC 

植田IC 
豊田市 

みよし市 

名古屋市 

豊明市 

刈谷市 

JCT 

豊
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IC 

豊
田
南 

日進市 

安城市 

知立市 

東浦町 

岡崎市 

大府市 

東郷町 

豊田市役所 

一般国道155号 豊田南バイパス 
延長12.9km 

（
終
点
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愛
知
県 

 
 

 
 

 

豊
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市
逢
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町 
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ち 
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【豊田市美山町（上空）】 



１．一般国道１５５号豊田南バイパスの事業概要 

事業名 
一般国道１５５号 
豊田南バイパス 

道路規格 第３種第１級 

設計速度 ８０ｋｍ/ｈ 

車線数 ４車線 

都市計画決定 
昭和３９年度 

（計画変更：昭和４７年度） 

事業化 昭和４８年度 

用地着手年度 昭和５０年度 

工事着手年度 昭和５８年度 

延長 
（平成２７年度末） 

１２．９ｋｍ 
（４．６ｋｍ完成４車線開通） 
（４．６ｋｍ暫定２車線開通） 

前回の再評価 
平成２５年度 

（指摘事項なし：継続） 

全体事業費 ７９１億円（増減なし） 

（２）計画概要 

■豊田南バイパスは、昭和４８年度に事業化し、平成２５年度迄に豊田市駒場町から東新町間の９．２ｋｍが暫定開通し、うち豊田市生駒町から堤町
間の４．６ｋｍが４車線で開通しています。現在、豊田市東新町から豊田市逢妻町の３．７ｋｍにおいて用地買収及び工事を進めています。 

－ ２ － 

豊田市 

安城市 

みよし市 

東郷町 

豊明市 

刈谷市 

一般国道155号 豊田南バイパス  
延長12.9km 

（
終
点
）
愛
知
県
豊
田
市
逢
妻
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 

あ
い
づ
ま
ち
ょ
う 

（
起
点
）
愛
知
県
豊
田
市
駒
場
町 

あ
い
ち 

と
よ
た 

こ
ま
ば
ち
ょ
う 

至 名古屋市 

豊田 
市役所 

至 

高
浜
市 

豊田勘八ＩＣ 

豊田松平ＩＣ 

鞍ヶ池スマートＩＣ 

豊田南ＩＣ 

東名三好ＩＣ 

豊田ＩＣ 

豊田藤岡ＩＣ 

力石ＩＣ 

枝下ＩＣ 

西広瀬ＩＣ 

中山ＩＣ 

猿投東ＩＣ 

猿投ＩＣ 

至 

瑞
浪
市 

知立市 

豊明ＩＣ 

至 瀬戸市 

＜凡例＞ 

豊田南バイパス 

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

主要地方道 

豊田外環状 

ＪＲ線 

開通済 未開通 

駅 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

完成4車 
開通済 

暫定2車 
開通済 未開通 

単位：ｍ 

標 準 断 面 図 

＜高架部＞ ＜掘割部＞ 

平成25年度迄 
豊田市駒場町から東新町間 

9.2km 開通 

完成4車線開通 

4.6km 

豊
田
市
東
新
町 

と
よ
た 

と
う
し
ん
ち
ょ
う 
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豊
田
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町 

と
よ
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つ
つ
み
ち
ょ
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豊
田
市
生
駒
町 

と
よ
た 

い
こ
ま
ち
ょ
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（１）事業の必要性に関する視点  

 ①交通渋滞の緩和 

２．評価の視点 

■豊田市中心部を通過する国道１５５号や国道４１９号は、朝夕の通勤時などに交通が集中し、交通混雑が著しい状況です。 

■平成２５年１月には、豊田市中心部が地域の主要渋滞箇所（豊田エリア）として選定されており、また並行する国道１５５号、国道４１９号
では、多数の主要渋滞区間・箇所があります。 

■豊田南バイパスの整備により、並行する国道１５５号、国道４１９号の渋滞損失時間が約５割減少し、豊田市街地の交通混雑緩和に寄
与します。 

－ ３ － 

○豊田市街地周辺の交通混雑状況（主要渋滞箇所） ○国道１５５号、国道４１９号の渋滞損失時間削減効果 

○環状道路形成による交通円滑化のイメージ 

渋滞損失時間の算定方法  現  況：渋滞損失時間（H26データ） 
                  整備後：交通量推計の整備あり・なしにおける渋滞損失時間の変化率を現況値に乗じて算出 
                  区  間：国道419号（土橋町2丁目～西町4丁目）、国道155号（西町4丁目～挙母小学校前） 

 

 

※出典：「地域の主要渋滞箇所」（愛知県道路交通渋滞対策推進協議会） 

至瀬戸市 豊田市街地 
１０区間・４９箇所 

豊田IC 

東名 
三好IC 

豊田 
勘八IC 

至瀬戸
市 至知立市 

国道１５５号現道の混雑状況 
 （西町五丁目交差点付近（H28.7.6撮影））        

至瀬戸市 

至岡崎市 

    主要渋滞箇所（箇所） 

    主要渋滞箇所（区間） 

    主要渋滞箇所（エリア） 

    主要渋滞箇所（踏切） 

125 

57 

0

50

100

150

整備前 整備後

損
失
時
間

[

万
人
時
間
/
年]

渋滞損失時間が約５割減少 

豊田南バイパス並行現道 
１区間・２箇所 

通過交通が市街地を通過し交通混雑が発生 通過交通が市街地を迂回し交通混雑が緩和 

   豊田西BP 

   豊田南BP 

   豊田北BP 

   豊田西BP 

   豊田南BP 

   豊田北BP 



 
 

（１）事業の必要性に関する視点  

 ②交通事故の削減 

２．評価の視点 

■豊田市中心市街地および周辺の国道や並行路線では、昭和４５年の交通戦争と呼ばれた時代の危険度（死傷事故率３００件/億台ｋｍ以

上）に匹敵する箇所が、並行する国道１５５号と国道４１９号で５箇所存在します。 
■また、豊田南バイパスに並行する国道１５５号と国道４１９号で生じる事故では、交通渋滞に起因する追突事故が全体の約５割を占めてい

ます。 

■豊田南バイパスの整備により、豊田市街地を迂回する環状道路が形成され、市街地内の交通量減少による交通事故減少が期待されます。 

 

 

 

 

 
 

 

 

○豊田市街地周辺の交通事故発生状況 

○環状道路形成による豊田市街地の安全性向上のイメージ 

－ ４ － 

※事故危険箇所（H22センサス区間内で、死傷事故率：300件/億台km以上の区間・箇所） 
出典：交通事故統合データベース（ H23～H26）  

 
 

 

  事故危険箇所（国道158号、国道419号 豊田南BP並行区間） 
  事故危険箇所（周辺路線） 

豊田 
勘八IC 

並行区間 
５箇所 

豊田IC 

東名三好IC 

豊田東IC 

環状道路内の交通が 
減少することにより 
交通事故が減少 

   豊田西BP 

   豊田南BP 

   豊田北BP 

○国道１５５号、国道４１９号の交通事故類型 

至豊田南ＩＣ 

至豊田市街地 

 

国道419号現道 西町4丁目交差点の状況 

出典：交通事故データベース（H23～H26） 
区間：国道155号（西町4丁目～逢妻町4丁目）、 

国道419号（土橋町2丁目～西町4丁目） 

追突事故 
47% 

その他 

53% 

交通渋滞が原因 
による追突事故が 

約５割 

※交通事故：死傷事故 



２．評価の視点 

－ ５ － 

（１）事業の必要性に関する視点  
 ③物流効率化の支援 

■豊田市の製造品出荷額等は全国１位であり、とりわけ自動車産業の一大集積地となっており、愛知県の産業を支えています。 
■豊田市周辺には、自動車組立工場が多数立地しており、自動車部品工場からの輸送や、港・国内への完成車の輸送が多いほか、海

外生産用自動車部品の輸送も多く、物流の効率化が必要になっています。 
■豊田南バイパスの整備により、自動車関連工場の立地している衣浦港から豊田市間の所要時間が約１６分短縮し、物流の効率化に寄

与します。 

○製造品出荷額等上位１０市町村 

○豊田南バイパスの整備状況 

○物流ネットワークの強化 

所要時間の算定方法 
 区 間 ：※１ 衣浦港（衣浦港湾事務所）～豊田市自動車組立工場（美山交差点）  
      ：※２ 豊田勘八IC～豊田市自動車工場（逢妻4丁目交差点）   
 整備前：H22道路交通センサス混雑時旅行速度にて算出  
 整備後：豊田南・北バイパスは法定速度（60km/h）を用いて算出 

整備後 
７０分 

自動車組立工場 
（豊田市） 

自動車部品工場 
（衣浦港） 

整備前 
８６分 

至  豊
田
市
街 

至 

名
古
屋 

国道155号 写真① 

４工区終点付近から起点方向を望む（H28.3月） 

○豊田市を中心とした自動車関連物流ネットワーク  

約16分短縮 

名古屋港 

衣浦港 

海外へ 

材料の移入 

    自動車組立工場 
    自動車部品工場 
    完成自動車の流れ 
    自動車部品の流れ 

東名三好IC 

豊田IC 
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■豊田市内には、愛知県の第三次救急医療施設に指定されている「豊田厚生病院」と「トヨタ記念病院」の２つが存在します。豊田市内最

大規模である豊田厚生病院では、外来患者の約７割が豊田地区から訪れています。 
■豊田市には市街地であっても、多量出血の死亡率が上昇する１５分以内で到達できていない地域が存在しています。 
■豊田南バイパスの整備により、多量出血時でも救うことができる人口が３．６万人増加し、地域の高次医療サービスを支援します。 

（１）事業の必要性に関する視点 
 ④救急医療活動の支援 

２．評価の視点 

－ ６ － 

○豊田厚生病院の地区別外来利用状況 

みよし市 

東郷町 

豊田北バイパス 

その他地域 
１１５ 

        第三次救急医療施設 
        （救命救急センター） 
 

 

        豊田厚生病院への 
        外来患者数 

地区名 
外来患者数 
（百人） 

出典：平成27年度病院年報（豊田厚生病院HP） 

厚生連 豊田厚生病院 病床数606床 

旭地区 
稲武地区 
足助地区 

９４ 

小原地区 
藤岡地区 
２２６ 

下山地区 
１２ 

豊田地区 
２，５７２ 

名古屋 
日進市 
東郷町 
みよし市 
５３９ 

◆外来利用受入状況 

72% 
約2,572百人 

9% 
約332百人 

15% 
約539百人 

3% 
約115百人 

   ：豊田地区 

   ：その他市内 

    （藤岡、旭、下山等） 

   ：市外（みよし市、名古屋等） 

   ：その他 

○豊田厚生病院への１５分到達時間圏域の拡大 

厚生連 
豊田厚生病院 

整備後 
約14.2万人 

現況 
約10.6万人 

①心臓停止後約3分で50％死亡 

②呼吸停止後約10分で50％死亡 

③多量出血後約30分で50％死亡 

【カーラーの救命曲線】 

１５分を超えると 
多量出血の患者も 

死に至る可能性が増大 

１５分到達時間圏域の算定方法 
豊田厚生病院からの所要時間を、交通量推計の整備あり・なしにおいて算出 

厚生連 豊田厚生病院 
（平成20年1月移転開院） 

全外来患者数［約3,559百人］ 

豊田市 
トヨタ記念病院 

トヨタ記念病院 

豊田厚生病院へ

の15分到達時間

圏域 

   現況 

   整備後 



２．評価の視点 

■豊田市に集積する自動車組立工場では、三河地域に集積する部品工場からジャストインタイムで部品を受け入れることで、在
庫を極限まで圧縮し、生産性を高めてきました。 

■豊田南バイパスや名豊道路の整備により、工場間輸送にかかる所要時間が短縮し、車両の回転率が高まり、物流の小ロット
化が実現します。これにより、ストックヤードが縮小可能となり、敷地の効率的な活用が可能となります。 

－ ７ － 

○近隣から豊田市に集積する自動車部品 

部品工場 

整備前 

整備後 

1日1往復 
（例）1日分 

生産ライン ストックヤード 

部品工場 

組立工場 

鞍ヶ池スマートIC 

豊田勘八IC 

豊田東JCT 

豊田東IC 

豊田JCT 

豊田IC 

東名三好IC 

名古屋南 
JCT 

名古屋南IC 豊明IC 

豊田南IC 

岡崎IC 

豊田松平IC 

豊田市 

大府市 

東浦町 

高浜市 
安城市 

刈谷市 
岡崎市 

碧南市 

豊田南バイパス 

岡崎東IC 

碧南方面 
140便/日程度 

安城・幸田方面 
660便/日程度 

刈谷方面 
80便/日程度 

豊田南バイパスを走行する物流車両 

至国道１５３号 

至知立市 

○豊田南バイパスの整備による時間短縮と物流効率化※ 

豊田市内 
210便/日程度 

＜ジャスト・イン・タイム＞ 

～「必要なもの」を「必要な 
時」に「必要なだけ」運ぶ～ 

⇒生産現場の「ムダ・ムラ・
ムリ」を徹底的になくし、
良いものだけを効率良く
造る、という考え方。 

⇒多頻度小口輸送（究極
的には製品を１個ずつ運
び、在庫を持たないこと）
が理想。 

＜到着時の在庫＞ 

渋滞により時間を要する
ため、１日１往復の運行 

（例）2時間分 

豊田南バイパス等の 
整備により時間短縮 

⇒多頻度納品が可能に 

＜到着時の在庫＞ 

最大２時間分のスペースで保管可能 
⇒生産ラインを拡充可能 

整備効果①：時間短縮による物流効率化 

組立工場 

最大１日分の在庫を 
保管するスペースが必要 

ストックヤード 

生産ライン 

整備効果②：在庫削減による生産性向上 

⇒車両台数削減、ドライバー人件費削減など ⇒多頻度小口化によりストックヤードを縮小
し、増産可能（工場新設の場合の約３割
程度の投資で増産可能） 

（１）事業の必要性に関する視点 
 ⑤ストック効果事例：自動車産業の生産性向上 

※ヒアリング調査結果 



３．事業の進捗及び見込みの視点：豊田南バイパス 

－ ８ － 

事業の進捗の見込み状況 
 

■豊田市美山町から東新町間（延長１．１ｋｍ）は平成２６年３月１６日に開通しました。 

■残る豊田市東新町から逢妻町間（延長３．７ｋｍ）は、早期開通に向けて、用地買収及び工事を推進します。  

み や ま ち ょ う とうしんちょう と よ た 

と よ た とうしんちょう あいづまちょう 

平成26年3月16日開通 

1.1km 

国道155号 豊田南バイパス 

愛知県 

区間 豊田南バイパス 

備考 

【用地取得率】 
８４％ ⇒  ９９％ 
（平成２４年度末 ⇒平成２７年度末） 
【事業進捗率】 
６７％ ⇒  ７６％ 
（平成２４年度末 ⇒平成２７年度末） 

豊田市 

安城市 

みよし市 

東郷町 
豊明市 

刈谷市 

一般国道155号 豊田南バイパス  
延長12.9km 
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至 名古屋市 

豊田 
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至 

知
立
市 

豊田勘八ＩＣ 

豊田JCT 
豊田東JCT 豊田松平ＩＣ 

鞍ヶ池スマートＩＣ 

豊田東ＩＣ 

豊田南ＩＣ 

豊田ＩＣ 

豊田藤岡ＩＣ 

力石ＩＣ 

枝下ＩＣ 

西広瀬ＩＣ 

中山ＩＣ 

猿投東ＩＣ 

猿投ＩＣ 

至 

瑞
浪
市 

知立市 

豊明ＩＣ 

至 瀬戸市 

＜凡例＞ 

未開通 
豊田南バイパス 

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

主要地方道 

豊田外環状 

ＪＲ線 

市町村境 

開通済 未開通 

駅 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

完成4車
開通済 

暫定2車
開通済 

豊
田
市
東
新
町 

豊
田
市
美
山
町 



豊田市東新町（豊田勘八IC方面）の施工状況 

３．事業の進捗及び見込みの視点：豊田南バイパス 

[ 工事進捗状況：写真①] 

豊田市東新町（豊田勘八IC方面）の施工状況 [ 工事進捗状況：写真②] 

事業進捗状況 

－ ９ － 
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豊田ＩＣ 

豊田市 

みよし市 

東郷町 

至 

知
立
市 

至 

豊
田
勘
八
Ｉ
Ｃ 

刈谷市 

豊明市 

知立市 

豊田南ＩＣ 

豊明ＩＣ 

一般国道１５５号線 豊田南バイパス  
延長１２．９km 

とよ た みなみ 

H15 完成4車線 

延長４．６km 

H25 暫定2車線 

延長４．０km 

S62 暫定2車線 

延長０．６km 

至 伊勢湾岸 豊田南IC 

至 豊田勘八ＩＣ 至 豊田勘八ＩＣ 

至 豊田勘八ＩＣ 

至 豊田勘八ＩＣ 

豊
田
市
東
新
町 

と
よ
た 

と
う
し
ん
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う 

写真① 

写真② 

＜凡例＞ 

豊田南バイパス 主要地方道 

豊田外環状 

ＪＲ線 

市町村境 

開通済 未開通 

駅 
開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

未開通 
完成4車
開通済 

暫定2車
開通済 

区間 事業の進捗状況 

4工区 ・豊田市東新町において、改良工事に着手 

H27.4撮影 H28.10撮影 

H26.4撮影 H28.10撮影 

4工区 

延長３．７km 

至 伊勢湾岸 豊田南IC 

至 伊勢湾岸 豊田南IC 至 伊勢湾岸 豊田南IC 



４．費用対効果 

－ １０ － 

３便益による事業の投資効果 

○３便益による事業の投資効果 

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝  
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益 

事業費＋維持管理費 

【事業全体】 

事業区間 
便益（億円） 費用（億円） 

B/C 前回評価時 
B/C 走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計 

豊田南バイパス ４，００９億円 ２２２億円 １１億円 ４，２４２億円 １，２９９億円 ９３億円 １，３９２億円 ３．０ ３．４ 

【残事業】 

事業区間 
便益（億円） 費用（億円） 

B/C 前回評価時 
B/C 走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計 

豊田南バイパス １，４１７億円 ７１億円 １．５億円 １，４８９億円 １２４億円 ３９億円 １６３億円 ９．１ ６．６ 

○費用便益分析（B/C）について 

とよ た みなみ 

とよ た みなみ 

※１ 平成２２年８月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することになっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出。 
※２ 残事業のＢ／Ｃ算出にあたっては、未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出。 
※３ 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

【前回再評価からの変更点】 
  １．Ｈ２８年度事業化済道路網に変更（Ｈ２５→Ｈ２８）  ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２５→Ｈ２８）  

※参考：事業区間を豊田北バイパス・豊田南バイパス全体として算出した費用便益比（Ｂ／Ｃ） 【事業全体】２．９  【残事業】５．３ 



５．代替案立案等の可能性の視点 

■豊田南バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、交通渋滞の緩和、物
流効率化や災害に強い道路機能の確保など、期待される効果が大きい事業で、都市計画決定以降、地域の課題に大きな変
化が無いことから、現計画が最も適切であると考えます。 

とよ た みなみ 

６．県・政令市への意見聴取結果 

７．対応方針（原案） 

■愛知県の意見 
１  「対応方針（原案）」案に対して異議はありません。 
２  豊田南バイパスは、豊田市中心部へ集中する交通を分散・迂回させる役割を果たす重要な道路である。そのため、引き続 
  き豊田市東新町～逢妻町区間についても、早期に開通時期を明確にするとともに、一日も早い全線開通をお願いしたい。 
３  なお、事業実施にあたっては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。 

■一般国道１５５号豊田南バイパスの事業を継続する。 
とよ た みなみ 

 

－ １１ － 
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